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テーマ: 職人力で差別化を図る。 
 

今、衣・食・住あらゆる世界で職人が見直されている。建築を内製化することで差別化を図り、成長して

いる建築会社も出ている。標準化、規格化、効率化によるローコストな家づくりから、日本の伝統的な技

術や技能を継承する家づくり、職人力で差別化を図ることを考えてみた。 

 

１．減少する大工職 
 

2010 年の国勢調査の結果では、大工職に従事する人は 40.2 万人、2005 年からの 5 年間で 14 万人減

少した。昨年実施された国勢調査の集計結果がまだ公表されていないが、25 万人まで減少すると予測さ

れ、80 年代に比較すると半減以下の減少となる。現状では、住宅着工戸数も減少しているため充足して

いるが、若年層の大工職への就労減少傾向や高齢化の進展は、今後の新築、リフォーム需要に対応す

るためには大幅な不足が懸念される。 

 

大工職の減少の背景には、工務店の多くは零

細企業なので、大工職を社員化しているところ

が少なく、雇用形態が不安定で、雇用、労災、

年金、健康保険など社会保障も十分対応でき

ていないことや、大工職を養成する仕組みが十

分でないことがあげられる。 

 

全国の認定訓練校における木造建築科訓練

生数は年々減少しているほか、大学における

木造教育が極めて不十分な体制になっている

点が指摘されている。 

 

木造住宅分野は、大工・工務店等の職域であ

り、大学は一級建築士でなければ建てられな

い規模の RC 造等の教育が主体であるという

考えが根強く残っている。 

 

外国人の活用や企業での大工育成が動き出し

ているが、焼け石に水である。大工を中心にし

た木造住宅の生産を続けるためには、毎年最

低でも 1～2 万人の大工職の新たな人材の養

成が必要といわれているが、現状は 1000 人以

下である。 
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２．新築からストック重視の中で変わる大工職の役割 
 

木造住宅の新築工事では、プレカットの 9 割に達する普及により施工の合理化が進み、部材の墨付け

や加工といった作業は大工の手から離れ、造作を含め加工済みの部材の組立・取付が、今日の大工の

主たる作業となった。しかし、増改築やリフォームの現場では、大工が構造から造作・仕上げ、工事の進

捗管理と工事を担う重要な役割を演じ、本来大工が備えるべき技術が不可欠となっている。 

 

プレカットの普及により新築の現場では、熟練した技術よりパワーと早さが求められるため、高い賃金を

得やすい一人親方の増加を招き、大工技術の習熟度による賃金体系を崩壊させた。特に大規模なビル

ダーの世界では、本来持つべき大工技術の習得の機会を得られなかった中堅大工が増加し、年齢とと

もに組立工の先にある将来像が見出せないまま、組立工としての職に嫌気をさして、その多くが離職す

る結果となっている。 

 

木造建築を理解し、木材の扱いなど関連する専門的な職能を備えた担い手を育成しなければ、人材の

空洞化は今後一層深刻になることは明らかで、健全な労働市場の形成が危ぶまれる。木造建築の担い

手のあり様や育成が求められている。 

 

一方、住宅木材関連の業界では、大工がいなくても供給が可能な住宅生産の開発に本気で取組みはじ

めた。木材業界では、国産での開発が始まったＣＬＴ（クロス･ラミネイテッド･ティンバー）等のパネル工法

がある。また在来工法でも柱、合板だけでなく、断熱材、サッシ、胴縁まで工場で複合化し現場に持ち込

む工法を開発したところも出てきた。躯体工

事の建て方にも専門職が動き出している。

大工工事か専門工事なのか曖昧な断熱材

の施工も、断熱パネルのプレカット化が進み

専門工事化が進んでいる。そうすると、木造

住宅でさえも、大工の手を必要としなくてもよ

い現場が増えてくる。今時大工は鋸、鉋、鑿

などの切削道具はほとんど使う必要がなくな

っている。必須道具は釘打ち機、インパクト

ドライバー、タッカーなどの留め付け道具

だ。墨打ちや刻みができる大工が非常に少

なくなったと言われる。構造躯体はすべてプ

レカット工場任せである。 

 

しかし今後、住宅市場は新築からリフォーム

や維持管理が主流になっていくことを考える

と、木材素材から構造、仕上げまで総合的

な技術、技能を持った大工職の役割が重視

されてくる。 

 

このような中で、国土交通省では、2012 年

から｢木造住宅施工能力向上、事業承継事

業｣として木造住宅の振興、木造住宅の生

産過程や省エネ施工技術、維持管理・リフォ

ーム技術等に関する幅広い知識・ノウハウ

を有する人材を育成するため、木造住宅の

施工に関する住宅生産事業者の能力の向

上及び技術の継承に対する支援を行っている。 
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出典：大工・職人の実態に関するアンケート調査 

一般社団法人木を活かす建築推進協議会 

（2013 年 3 月） 
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３．見直される職人の世界 
 

今、「繕い裁つ人」という映画が話題になっている。「職人とは、モノを丁寧につくるだけでなく、人の繋が

りをもつくる。」 話は、神戸の街を見渡す坂の上にある仕立て屋「南洋裁店」。初代の祖母から店を継い

だ 2 代目店主・市江が手がけるオーダーメイドの洋服は大人気だが、昔ながらの職人スタイルを貫く。手

作りのため、量産はできない。市江はデパートからのブランド化の依頼にも興味を示さず、祖母が常連の

ために作った服を直し、たまに新しい服を作るという日々に満足していたが…。 

 

注文住宅をつくる工務店にとって、何を置いても欠くことのできない要素は職人、特に大工の技能力であ

る。昨今はあまり大工の腕に頼る仕上げが少なくなり、工務店経営者の中でも大工職人についてあまり

重きを置かない経営者が増えている。 

 

大工職人が家づくりの主役の座を設計者と現場監督に明け渡してから久しいが、今でも木造住宅の命

は大工職人に掛かっていると言える。どんなに垢抜けたデザインを描いても、その絵に命を吹き込み、形

にするのは大工を中心とした職人である。 

 

工務店にとって、職人たち、特に大工は関連業者でも下請け業者でもない。その地位においては契約社

員であり、経営上のパートナーでもある。つくる家の価値が大工技能力で決まるとするならば、工務店と

してもっと職人に重きを置くべきではないだろうか。また、重きを置ける職人を育てるべきではないだろう

か。大工を始めとして職人を大切にする工務店、これがものづくり型工務店の定義である。 

 

2月 23日の日経新聞に平成建設が｢大工 1000

人への挑戦｣という全面広告を掲載している。 

平成建設は、大工職人の社員化を早くから取

り組み、独自の「建築工程の内製化」に取り組

んでいる。大卒社員であっても技能習得を重視

し、現場管理者や多能工として育成している。

従業員 545 名のうち、大工職人は 200 名を超

える。平成元年設立、年商 160億円、経常利益

6 億円、注文住宅からリフォーム、賃貸マンショ

ン、医療介護建築など幅広く手掛ける工務店

である。 

2013年度、経済産業省が選出する「おもてなし

経営企業選」50 社に選ばれている。 

 

北関東を中心に不動産の販売を行うケイアイスター不動産株式会社は、職人を目指す若者を正社員と

して雇用し、職人の技術を伝承し、プロフェッショナルに育てる「社員クラフトマン制度」を取り入れている。

2013 年には初の女性が正社員として登用した。大工職や内装、基礎などを目指す高卒生を新卒採用し、

約 3 年間の寮生活を通して職人の技術を伝承し、”クラフトマン”として伝統技能継承者の一人に育てあ

げる、としている。 

 

ものづくり、手仕事が見直される中で、先進的な工務店では、先を読んで新しい取り組みを始めている。

職人力を強化し、競争会社との差別化を図るという観点で自社の施工力、職人力を見直すことからはじ

めてはいかがだろう。 
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キタケイの提供する２つのプライベートブランド 

環境・ぬくもり・素材をテーマとした各種住宅資材  “ スプロートユニバーサル ”  

天然木にこだわったフローリングや壁材  “ リラクシングウッド ” 

企画・製造から販売までトータルにプロデュース、心からご満足いただける住まいづくりをバックアップします 
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